
■
施
設
部
会

　

１０
月
３
日
、
施
設
部
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
小
学
校
の
廃
棄
備
品
、
移

管
備
品
等
の
リ
ス
ト
の
整
備
が

行
わ
れ
、
廃
棄
や
移
管
す
る
備

品
等
の
引
越
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
七
ヶ
宿
小
学
校
」

開
校
に
係
る
施
設
設
備
等
の
教

育
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
年

度
内
に
実
施
す
る
も
の
と
、
開

校
後
に
整
備
す
る
修
繕
や
工
事

に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

「
七
ヶ
宿
小
学
校
」
の
開
校
に
必
要
な
事
項
を
専

門
部
会
で
協
議・検
討
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
閉
校
記
念
事
業

　

閉
校
と
な
る
両
小
学
校
の
閉

校
記
念
式
典
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

・
湯
原
小
学
校　

１１
月

１６
日

・
関
小
学
校　

１１
月

１７
日

七
ヶ
宿
町
統
合
小
学
校
開
校
準
備
委
員
会
だ
よ
り

修繕が必要な校舎

元気な地域づくり交付金事業活動報告会を開催します
　平成２０年度に地域づくり計画書の策定からスタートした「元気な地域づくり交付金事
業」も最終年度を迎えています。この間、地域の課題解決や地域の宝物を守る取り組み、
新たなコミュニティ事業などが行われてきました。各地区の取組内容を発表、ふり返りを
行い、各地区間の情報交換をすることで、今後の地域づくり活動に役立てるため活動報告
会を開催します。また、「行政に頼らない村づくり」を実現し、地域再生の成功事例とし
て有名な鹿児島県 “やねだん” 集落のリーダー豊重哲郎氏をお招きし、今後の地域づくり
活動に大変参考になる講演会も開催します。参加はどなたでも可能ですのでみなさんお誘
い合わせのうえ参加ください。
●日時　平成２５年１１月１０日（日）　
●会場　七ヶ宿町活性化センター

“やねだん”豊重哲郎さんの講演会も開催します。
　鹿児島県鹿屋市串良町上小原にある柳

やなぎ

谷
だに

集落。約 300 人が居住する集落は通称やねだんと呼
ばれています。やねだんでは、サツマイモや焼酎といった加工品、土着菌や手打ちそばなどの
販売により集落独自の財源を築くなどの取り組みから、行政に頼らない「むら」おこしとして
全国的に注目されています。

【やねだんの主な取組】
・自主財源確保に集落営農開始（さつまいも栽培）
・家畜ふん尿悪臭防止に土着菌（微生物）製造販売開始
・高齢者の孤独死対策～緊急警報機設置（１８ヶ所）
・焼酎やねだん開発。手打ちソバ屋未来館建設
・空き家を迎賓館として整備し、アーティストを移住

【日程】　13:00　受付
　　　　13:30　開会セレモニー
　　　　13:40　各地区地域づくり委員会から活動報告
　　　　15:30　基調講演　豊重哲郎 氏
　　　　17:00　閉会

豊重哲郎さん

あやめで鏡清水の整備

干
　
蒲

ふれあい交流会

滑
　
津

桜のライトアップ
瀬
見
原
矢
立

ゆのはらまっぷを作成

湯
　
原

ごみ分別勉強会

関
　
上

もちつき交流会

横
　
川

桜の名所づくり

峠
　
田

盆火を焚こう

関
　
下

ふるさと祭り

長
　
老

　

地
域
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
目
指

し
て
、
更
に
七
ヶ
宿
町
に
し
か
な
い

教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
、
次
回
も

継
続
し
て
協
議
・
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
七
ヶ
宿
小
学
校
の
新
し
い

体
操
服
も
、
４
種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
を
基
に
、
採
用
さ
れ
る
体

操
服
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
課
程
部
会

　

教
育
課
程
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

学
校
教
育
の
柱
と
な
る
、
七
ヶ
宿

小
学
校
の
教
育
目
標
と
特
徴
的
な
行

事
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

▲源流米発表会

▲学校音楽祭
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